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昭　和
昭
和
五
十
七
年1982

鶴
﨑
神
社
、
八
幡
神
社
神
輿
修
理
。
荒
神
社
（
船
本
）
本
殿

屋
根
葺
き
替
え
。

昭
和
五
十
八
年1983

神
幸
祭
用
鶴
紋
入
り
法
被
を
一
六
五
枚
作
成
。

昭
和
五
十
九
年1984

一
月
二
日
執
行
の
新
穀
感
謝
祭
を
新
嘗
祭
と
改
め
十
一
月

二
十
三
日
に
変
更
し
、
一
月
二
日
に
年
始
祭
を
執
行
す
る
。

平　　　　　　　　　成
平
成
二
年

1990

表
参
道
県
道
脇
に
社
号
標
設
置
。

平
成
四
年

1992

鶴
﨑
神
社
、
八
幡
神
社
賽
銭
箱
新
調
。
参
拝
者
便
所
建
設
。

荒
神
社
（
市
場
）
改
築
。

平
成
五
年

1993

手
水
舎
横
に
参
拝
者
駐
車
場
新
設
。
　

平
成
八
年

1996

表
参
道
石
鳥
居
修
理
及
び
木
製
額
か
ら
石
製
額
に
付
け
替
え
。

平
成
九
年

1997

荒
神
社
（
船
本
）
社
殿
修
理
。

平
成
十
年

1998

社
務
所
を
改
装
し
て
職
舎
と
し
、
社
務
所
を
随
神
門
東
側
へ

移
し
て
改
築
。
鶴
﨑
神
社
社
報
「
つ
る
さ
き
」
を
創
刊
。（
年

二
回
四
月
・
十
月
発
行
）
神
幸
祭
前
日
金
田
地
区
へ
の
ト
ラ
ッ

ク
渡
御
祭
開
始
。
毎
月
一
日
「
月
次
祭
」
を
執
行
。

平
成
十
一
年

1999

正
面
石
段
に
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
手
摺
り
を
設
置
。
秋
祭
り
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
。
神
幸
祭
前
日
の
ト
ラ
ッ
ク
渡
御
に
中

帯
江
、
五
日
市
追
加
。
由
緒
板
設
置
。
船
越
神
社
、
天
満
宮
、

荒
神
社
（
船
本
）、厳
島
神
社
、大
藏
神
社
（
五
日
市
）
を
合
併
。

平
成
十
二
年

2000

鹿
島
神
社
改
築
、
同
記
念
碑
設
置
。
手
水
舎
に
龍
の
口
、
玉

石
設
置
。
船
越
神
社
を
移
し
て
改
築
。
総
代
、
幹
事
大
祭
奉

仕
用
小
忌
衣
四
十
枚
製
作
。
荒
神
社
（
塩
津
）
再
建
。
供
膳

所
屋
根
修
理
。

平
成
十
三
年

2001

随
神
門
設
置
用
提
灯
台
一
対
製
作
。
東
参
道
石
鳥
居
に
社
号

額
設
置
。
鶴
﨑
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
。

平
成
十
四
年

2002

新
年
に
ジ
ャ
ン
ボ
干
支
折
り
紙
の
設
置
開
始
。
法
被
及
び
小

忌
衣
合
計
三
、五
二
八
枚
と
金
一
封
を
渡
辺
正
巳
氏
奉
納
。
荒

神
社
（
市
場
）
改
築
。
神
幸
祭
に
多
聞
会
に
よ
る
鬼
が
復
活
。

神
輿
庫
屋
根
本
瓦
か
ら
平
葺
き
瓦
に
葺
き
替
え
。

平
成
十
六
年

2004

社
殿
建
設
準
備
委
員
会
設
置
。

平
成
十
七
年

2005

天
満
宮
改
築
。
厳
島
神
社
改
築
。
荒
神
社
（
船
本
）
の
境
内

神
社
恵
美
須
神
社
を
移
し
て
改
築
。
社
殿
建
設
委
員
会
設
置
。

平
成
十
八
年

2006

厳
島
神
社
本
殿
新
調
。

平
成
十
九
年

2007

拝
殿
等
解
体
。造
成
工
事
及
び
本
殿
移
設
工
事
。本
殿
地
鎮
祭
、

仮
殿
遷
座
祭
、
本
殿
遷
座
祭
執
行
。
奉
納
金
を
氏
子
に
依
頼
。

平
成
二
十
年

2008

社
殿
地
鎮
祭
並
び
に
手
斧
始
祭
、
立
柱
祭
、
上
棟
祭
執
行
。

社
殿
建
設
工
事
。

平
成
二
十
一
年

2009

十
月
十
七
日
社
殿
竣
工
奉
祝
祭
及
び
奉
祝
式
典
執
行
。

平
成
二
十
二
年

2010

神
社
誌
発
刊
。

社
頭
の
表
情

　
昭
和
五
十
年
頃
ま
で
は
、
神
社
の
境
内
地
を
始
め
、
付
近
の
山
々
に
は
松
の
大
木

が
生
い
茂
り
、
町
全
体
が
風
光
明
媚
な
景
観
を
呈
し
て
い
た
が
、
松
食
い
虫
の
蔓
延

に
よ
り
そ
の
松
も
次
々
と
枯
れ
て
行
っ
た
。

　
当
社
の
境
内
の
松
は
、
早
島
十
景
に
も
「
鶴
﨑
の
松
」
と
し
て
鬱う
っ

そ
う
と
茂
る
老

松
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
松
食
い
虫
の
被
害
は
境
内
の
松
に
も
及
び
、
昭
和
五
十
一

年
か
ら
数
年
間
に
亘
り
「
森
林
病
害
虫
等
駆
除
事
業
の
補
助
金
」
を
受
け
伐
採
さ
れ

た
。
そ
の
後
松
の
代
わ
り
に
檜
が
植
樹
さ
れ
、
境
内
の
社し
ゃ
そ
う叢
が
一
変
し
た
。

▼
松
喰
い
虫
の
被
害
に
よ
り
境
内
松
伐
採
▲

クレーンを使って切り倒される松

明　　　　治
明
治
元
年

1868

社
名
を
御
崎
宮
か
ら
鶴
﨑
神
社
に
改
称
。

明
治
三
年

1870

神
功
皇
后
宮
建
築
。

明
治
四
年

1871

郷
社
に
列
格
す
る
。

明
治
十
二
年

1879

拝
殿
石
段
下
石
畳
設
置
。

明
治
十
五
年

1882

金
刀
比
羅
神
社
参
道
石
鳥
居
建
立
。

明
治
二
十
年

1887

絵
馬
「
獅
子
と
牡
丹
」
奉
納
。

明
治
二
十
三
年1890

扁
額
「
早
島
十
景
」
奉
納
。

明
治
二
十
五
年1892

厳
島
神
社
社
殿
修
理
、
北
向
き
と
す
る
。「
相
撲
番
付
」
奉
納
。

明
治
二
十
八
年1895
鶴
﨑
神
社
・
八
幡
神
社
本
殿
を
後
方
に
移
設
し
、
幣
殿
、
拝
殿
、

神
饌
所
、
社
務
所
な
ど
再
建
。

明
治
二
十
八
年1895
右
側
石
段
両
脇
に
石
製
欄
干
設
置
。
拝
殿
下
右
側
石
段
脇
下

座
に
狛
犬
設
置
。

明
治
二
十
九
年1896

右
側
石
段
下
に
百
度
石
奉
納
。
　

明
治
三
十
一
年1898

「
相
撲
番
付
」
奉
納
。

明
治
三
十
五
年1902

荒
神
社
（
船
本
）
本
殿
、
幣
殿
、
拝
殿
修
理
。

明
治
三
十
七
年1904

左
側
石
段
両
脇
に
石
製
欄
干
設
置
。
大
藏
神
社
（
五
日
市
）

本
殿
屋
根
銅
板
葺
き
替
え
。

明
治
四
十
年

1907

神
饌
幣
帛
料
供
進
神
社
に
指
定
さ
れ
る
。

大　　正
大
正
四
年

1915

神
饌
所
を
楽
殿
に
変
更
。

大
正
五
年

1916

鹿
島
神
社
標
柱
建
立
。
境
内
工
作
物
改
修
工
事
記
念
碑
設
置
。

大
正
六
年

1917

左
側
石
段
下
に
百
度
石
奉
納
。

大
正
八
年

1919

境
内
中
段
玉
垣
設
置
。

大
正
九
年

1920

東
参
道
口
の
標
柱
建
立
。

大
正
十
一
年

1922

秋
季
大
祭
を
十
月
十
日
、
十
一
日
か
ら
二
十
日
、
二
十
一
日

に
変
更
す
る
。
第
一
石
鳥
居
横
に
石
製
社
号
標
建
立
。

大
正
十
三
年

1924

矢
吹
貫
一
郎
氏
頌
徳
碑
建
立
。

大
正
十
五
年

1926

鹿
島
神
社
狛
犬
奉
納
。
同
玉
垣
設
置
。
同
石
段
設
置
。
境
内

東
参
道
口
手
水
鉢
奉
納
。
正
面
石
段
設
置
。
鶴
﨑
神
社
、
八

幡
神
社
本
殿
屋
根
檜
皮
に
葺
き
替
え
。
同
記
念
碑
設
置
。

昭　　和
昭
和
二
年

1927

雑
庫
新
築
。

昭
和
五
年

1930

鶴
﨑
神
社
神
紋
額
奉
納
。

昭
和
八
年

1933

右
側
石
段
脇
上
座
に
狛
犬
奉
納
。
八
幡
神
社
神
紋
額
奉
納
。

昭
和
十
一
年

1936

随
神
門
改
築
。同
記
念
碑
設
置
。手
水
舎
正
面
鳥
居
脇
に
移
設
。

荒
神
社
（
船
本
）
拝
殿
改
築
。

昭
和
十
三
年

1938

金
刀
比
羅
神
社
玉
垣
、
石
灯
籠
一
対
奉
納
。

昭
和
十
四
年

1939

県
社
へ
の
神
社
昇
格
請
願
書
を
岡
山
県
に
提
出
。

昭　　　　　　　　和

昭
和
二
十
一
年1946

宗
教
法
人
令
改
正
令
に
よ
り
明
細
帳
記
載
の
神
社
は
そ
の
ま

ま
宗
教
法
人
に
見
な
す
事
と
な
り
、
届
け
出
を
行
う
。
神
社

本
庁
及
び
岡
山
県
神
社
庁
設
立
。

昭
和
二
十
二
年1947

奉
安
殿
を
国
立
療
養
所
か
ら
移
設
し
て
御
霊
神
社
と
す
る
。

昭
和
二
十
七
年1952

神
社
明
細
書
を
神
社
本
庁
へ
提
出
。
大
藏
神
社
（
五
日
市
）

本
殿
屋
根
葺
き
替
え
。

昭
和
二
十
八
年1953

河
内
神
社
修
理
。

昭
和
三
十
年

1955

拝
殿
土
間
半
間
を
畳
敷
き
に
改
造
。

昭
和
三
十
二
年1957

社
務
所
改
築
。

昭
和
三
十
六
年1961

東
参
道
手
水
舎
水
道
設
置
。
稲
荷
神
社
修
理
。

昭
和
三
十
八
年1963

随
神
門
屋
根
銅
板
葺
き
替
え
。
下
倉
庫
屋
根
葺
き
替
え
。
神

厩
屋
根
葺
き
替
え
。
幣
殿
ガ
ラ
ス
窓
設
置
。
若
宮
神
社
、
厄

神
社
、
鹿
野
四
郎
神
社
、
大
藏
神
社
（
無
津
）
稲
荷
神
社
、

荒
神
社
（
市
場
）、
荒
神
社
（
塩
津
）
荒
神
社
（
市
場
）、
荒

神
社
（
市
場
）、荒
神
社
（
塩
地
）
河
内
神
社
、荒
神
社
（
西
田
）

を
合
併
。
荒
神
社
（
船
本
）
本
殿
屋
根
檜
皮
葺
き
替
え
。

昭
和
三
十
九
年1964

神
幸
祭
の
鬼
が
途
絶
え
る
。
拝
殿
に
建
具
を
設
置
。
供
膳
所

屋
根
修
理
。
金
刀
比
羅
神
社
屋
根
葺
き
替
え
。
弁
才
天
御
休

所
石
段
補
修
。

昭
和
四
十
年

1965

神
輿
庫
修
理
。
表
参
道
常
夜
灯
電
気
設
備
。

昭
和
四
十
二
年1967

春
季
大
祭
を
五
月
十
日
、
十
一
日
か
ら
五
月
二
十
日
、

二
十
一
日
に
変
更
す
る
。
交
通
事
情
に
伴
い
神
幸
祭
順
路
の

変
更
。
大
藏
神
社
（
五
日
市
）
本
殿
屋
根
葺
き
替
え
。

昭
和
四
十
三
年1968

御
釜
殿
外
壁
羽
目
板
張
り
工
事
。
早
島
中
学
校
第
二
次
校
舎

改
築
に
伴
い
境
内
地
及
び
雑
種
地
を
早
島
町
へ
売
却
。

昭
和
四
十
四
年1969

秋
季
大
祭
を
十
月
二
十
日
・
二
十
一
日
か
ら
十
月
第
三
日
曜

日
を
神
幸
祭
そ
の
前
日
を
例
祭
に
変
更
す
る
。

昭
和
四
十
五
年1970

春
季
大
祭
を
五
月
二
十
日
・
二
十
一
日
か
ら
五
月
第
三
日
曜

日
に
変
更
す
る
。
真
磯
団
地
造
成
に
あ
た
り
、
両
備
バ
ス
株

式
会
社
所
有
土
地
と
荒
神
社
境
内
地
を
交
換
。

昭
和
四
十
六
年1971

鶴
﨑
神
社
・
八
幡
神
社
本
殿
屋
根
銅
板
葺
き
替
え
遷
座
祭
並

び
に
奉
祝
祭
執
行
。

昭
和
四
十
七
年1972

早
島
中
学
校
第
二
次
校
舎
改
築
工
事
に
伴
う
道
路
（
消
防
道
）

新
設
に
あ
た
り
神
社
地
を
処
分
。
工
事
に
伴
い
新
設
道
路
の

神
社
地
側
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
と
し
、
道
路
の
側
面
に
排

水
溝
を
設
け
境
垣
と
し
て
金
網
垣
を
設
け
る
。

昭
和
五
十
年

1975

社
務
所
増
築
。

昭
和
五
十
一
年1976

松
食
虫
の
被
害
に
よ
り
境
内
松
伐
採
。

第 6章　神社の歴史第 1節　年　表


